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菅
直
人
首
相

は

日

午
後
、
改
造
内
閣
の
顔
触
れ

を
正
式
に
決
め
、
仙
谷
由
人

官
房
長
官

が
官
邸
で
閣

僚
名
簿
を

発
表
し
た
。
外

相
に
前
原
誠
司
国
土
交
通
相

、
総
務
相
に
は
民
間
人

の
片
山
善
博
・
前
鳥
取
県
知

事

を
そ
れ
ぞ
れ
起
用
。

人
の
閣
僚
の
う
ち

人

を
交
代
さ
せ
る
大
幅
改
造

で
、
民
主
党
代
表
選
で

党

を
二
分
し
激
し
く
戦
っ
た
小

沢
一
郎
元
幹
事
長
を

支
持

す
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
起
用

は
、
経
済
財
政
担
当
相
に
海

江
田
万
里

、
経
済
産
業

相
に
大
畠
章
宏

、
文
部

科
学
相
に
高
木
義
明

の

各
衆
院
議
員
ら
に
と
ど
ま
っ

た
。
〝
脱
小
沢
〞
色
を
あ

ら
た
め
て
鮮
明
に
し
た
菅
首

相
は
、
衆
参
で
多
数
派
が
異

な
る
「
ね
じ
れ
国
会
」
を
乗

り
切
る
た
め
、
態
勢
立
て
直

し
を
図
っ
た
。

国
土
交
通
相
に
は
馬
淵
澄

夫
国
交
副
大
臣

を
昇
格

さ
せ
、
沖
縄
北
方
担
当
相
を

兼
務
。
新
任
閣
僚
は
こ
の
ほ

か
、
厚
生
労
働
相
に
細
川
律

夫

、
農
相
に
鹿
野
道
彦

、
環
境
相
に
松
本
龍

の
各
衆
院
議
員
、
法
相

に
柳
田
稔

、
国
家
公
安

委
員
長
・
消
費
者
行
政
・
少

子
化
対
策
担
当
相
に
岡
崎
ト

ミ
子

の
両
参
院
議
員
を

そ
れ
ぞ
れ
充
て
た
。

日
夕
に
皇
居
で
行
わ
れ

る
閣
僚
認
証
式
を
経
て
、
民

主
、
国
民
新
２
党
の
連
立
に

よ
る
菅
改
造
内
閣
が
発
足
す

る
。当

面
の
焦
点
は
、
円
高
、

株
安
対
策
と

次
期
臨
時
国

会
へ
の

対
応
と
な
り
そ
う

だ
。蓮

舫
行
政
刷
新
担
当
相

は
留
任
し
、
公
務
員
制

度
改
革
担
当
相
を
兼
務
。
国

家
戦
略
担
当
相
は
玄
葉
光
一

郎
政
調
会
長

が
就
任
。

仙
谷
氏
の
ほ
か
野
田
佳
彦
財

務
相

、
北
沢
俊
美
防
衛

相

、
自
見
庄
三
郎
金
融

・
郵
政
改
革
担
当
相

も

留
任
し
た
。
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民
主
党
の
両
院
議
員

総
会
を
終
え
、
首
相

官
邸
に
戻
っ
た
菅
首

相

日
午
前
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